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マグニチュード9.0マグニチュード9.0
3
月
11
日
（
金
）
午
後
2
時
46
分
に

発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

お
い
て
、
会
津
坂
下
町
で
は
震
度
5
強

を
観
測
し
ま
し
た
。

こ
の
地
震
で
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も

な
い
10
㍍
超
級
の
大
津
波
が
発
生
し
、

東
北
・
関
東
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
部
で

は
多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
警
察

庁
の
調
べ
で
は
、
3
月
29
日
（
火
）
午

後
3
時
現
在
で
死
者
1
1
0
8
2
人
、

行
方
不
明
者
1
6
7
1
7
人
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
福
島
県
で
も
死
者
1
0
1

7
人
と
国
内
最
大
の
災
害
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
地
震
と
津
波
の
影
響
で
福
島

原
子
力
発
電
所
で
も
、
緊
急
用
発
電
機

が
流
さ
れ
る
な
ど
の
影
響
で
、
核
燃
料

の
冷
却
が
不
十
分
と
な
り
、
建
物
の
損

壊
や
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
、
半
径

20
㌔
圏
内
で
は
避
難
、
半
径
20
㌔
〜
30

㌔
圏
内
で
は
屋
内
退
避
が
国
よ
り
指
示

さ
れ
ま
し
た
。

原
発
の
問
題
に
よ
り
、
福
島
県
の
一

部
の
野
菜
や
原
乳
に
出
荷
制
限
や
摂
取

制
限
が
出
さ
れ
、
飯
舘
村
な
ど
で
は
水

道
水
に
も
放
射
性
物
質
が
計
測
さ
れ
、

普
段
の
生
活
や
農
業
に
大
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。

こ
の
地
震
で
、
会
津
坂
下
町
で
は
各

地
で
道
路
や
土
壌
で
液
状
化
現
象
が
起

こ
り
、
家
屋
も
倒
壊
や
半
壊
、
柱
に
ひ

び
が
入
り
傾
く
な
ど
多
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

幸
い
に
も
会
津
坂
下
町
で
は
、
軽
傷

者
の
み
で
、
重
傷
者
は
で
ま
せ
ん
で
し

た
。
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右
の
写
真
は
、
勝
方
樋
渡
線
の
道
路

で
す
。
道
路
の
陥
没
や
盛
り
上
が
っ
て

い
る
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
危
険
で

す
の
で
会
津
坂
下
町
役
場
建
設
部
建
設

班
（
℡
84
│

1
5
0
6
）
ま
で
至
急
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

3
月
24
日
現
在
、
勝
方
樋
渡
線
と
中

村
線
の
2
路
線
が
通
行
止
め
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
危
険
で
す
の
で
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

会
津
坂
下
町
の
被
害
状
況
は
、
以
下

の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
3
月
23
日
午
後
6
時
現
在
】

・
工
場
半
壊 

２

・
家
屋
全
壊 

２

・
家
屋
半
壊 

6

・
家
屋
壁
崩
落
ち 

８

・
店
舗
半
壊 

１

・
土
蔵
全
壊 

３

・
土
蔵
半
壊 

36

・
土
蔵
壁
崩
落
ち 

96

・
小
屋
傾
き 

３

・
停
電
シ
ョ
ー
ト 

１

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊 

14

・
門 

２

・
灯
篭 

５

・
墓 

３

・
軽
傷
者 

１

地
震
の
影
響
で
、
物
品
が
届
か
ず
、

町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
欠
品
や
品
薄

に
な
り
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
も
品
切
れ
や
給
油
制
限
が
行
わ
れ
、

給
油
の
た
め
に
車
が
並
ぶ
な
ど
異
常
な

事
態
が
続
き
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
電
力
で
は
計
画
停
電
が

夏
季
以
降
ま
で
続
く
と
い
う
話
も
出
て

い
ま
す
。
会
津
坂
下
町
は
東
北
電
力
よ

り
電
力
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
不
要

な
電
気
を
消
す
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が

出
来
る
だ
け
節
約
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。県

要
請
で
被
災
地
へ
の
炊
き
出
し
が

連
日
行
わ
れ
、
急
な
要
望
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
や
坂
下
婦
人
会
の
方
な
ど
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
津
坂
下
町
で
は
「
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
」「
川
西
公
民
館
」
と
福
島

県
の
受
け
入
れ
施
設
「
会
津
自
然
の

家
」、
一
般
家
庭
な
ど
に
約
1
0
0
0

名
が
避
難
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
多
数
の
方
よ
り
毛
布
な
ど
の

物
資
を
提
供
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
町
民
の
方
々
の
あ
た
た

か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

川西公民館避難所
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ご
み
の
収
集

地
震
の
影
響
に
よ
り
、
3
月
21
日
〜

4
月
1
日
に
か
け
て
ご
み
の
収
集
を
一

部
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

収
集
車
の
燃
料
に
つ
い
て
見
通
し
が
つ

い
た
た
め
、
ご
み
収
集
を
再
開
い
た
し

ま
す
。

ご
家
庭
で
の
分
別
・
保
管
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

災
害
で
出
た
ご
み
の
処
分

土
壁
等
の
建
築
廃
材
、
ガ
レ
キ
、
ブ

ロ
ッ
ク
、
レ
ン
ガ
に
つ
い
て
は
、
通
常
、

集
積
所
等
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
回
の
地
震
に
よ
り
発
生
し

た
も
の
に
限
り
、
町
で
処
分
を
行
い
ま

す
。建

物
の
倒
壊
等
大
規
模
な
も
の
は
、

町
内
建
設
業
者
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
量
が
少
な
い
場
合
に
は
、
町
で

回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
戸
籍
環
境
班

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ガ
ラ
ス
の
出
し
方

地
震
等
で
壊
れ
た
ガ
ラ
ス
や
陶
器
に

つ
い
て
は
、
新
聞
紙
や
紙
袋
で
包
ん
だ

後
、「
ガ
ラ
ス
」と
大
き
く
書
い
て
か
ら
、

燃
え
な
い
ご
み
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て

放
射
性
物
質
へ
の
対
処
法

日
常
生
活
に
つ
い
て

・
洗
濯
物
は
外
に
干
し
て
も
大
丈
夫
。

・
不
要
な
買
占
め
を
し
な
い
。

・
不
正
確
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。

・
近
く
の
放
射
線
量
に
注
意
す
る
。

飲
食
に
つ
い
て

・
野
菜
は
皮
を
む
き
よ
く
洗
う
。

・
近
く
の
水
、
野
菜
の
放
射
線
量
の
情

報
に
注
意
す
る
。

会
津
坂
下
町
な
ど
の
地
域

会津坂下町役場前駐車場での測定値

日　　時 マイクロシーベルト／時間

3月20日（日） 0.75

3 月21日（月） 0.65

3 月22日（火） 0.58

3 月23日（水） 0.48

※上記の数字は、外で作業などをしていた
場合に 1時間あたり浴びる放射線量で
す。原稿の入稿日の関係で 3月23日まで
の結果となっております。

4,000,000

1,000,000

500,000

100,000

50,000

1,000

放射線量と体への影響（単位：マイクロシーベルト）
4,000,000 半数の人が30日以内に死亡

1,000,000 1割の人が吐き気やだるさが出る

500,000 リンパ球が減少する

100,000 直ちに健康に影響はないが、将来的に
がんになる危険性が0.5％高まる

50,000 放射線に関係する作業者の年間限度量

6,900 胸部Ｘ線ＣＴスキャン検査

2,400 年間に日常生活で受ける量

1,000 一般人の年間限度量（日常生活・医療
で受ける量を除く）

600 胃のＸ線検査

190 東京－ニューヨーク間の飛行機往復

50 胸のＸ線検査

0.75 会津坂下町役場前駐車場での
 最高測定値

く
だ
さ
い
（
指
定
袋
以
外
の
袋
や
箱
に

ご
み
処
理
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
）。

▼
問
い
合
わ
せ
先

戸
籍
環
境
班　

℡
（
84
）
1
5
0
0
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東北地方太平洋沖地震で使われた主な用語

用　　語 解　　　　説

マグニチュード

広い意味では「大きさ・重要度」を意味するが、ここでは、対象の規模・大
きさ・等級を定量的に表す指標値を言い、数量の比較語として多く用いられる。
地震のマグニチュードとは、地震が発するエネルギーの大きさを表す。例え
ば、マグニチュードが「 2」増えるとエネルギーは1,000倍になる。

震　　度

ある地点における地震の揺れの程度を表した指標である。数個から十数個の
階級（レベル）で表す震度階級を使うことが多く、震度階級にはいくつか種類
があるが、現在の日本では気象庁震度階級が使われており、日本では一般的に
これを「震度」と呼んでいる。

風評被害
災害、事故及び不適切又は虚偽の報道などの結果、生産物の品質やサービス
の低下を懸念して消費が減退し、本来は直接関係のないほかの業者・従事者ま
でが損害を受けること。

放 射 能

放射線を出す活性力を言う。多くは、物質の放射活性を指すが、さらに放射
能を持つ物質自身（放射性物質）を指す用例も多い。放射能と放射線は混同し
てはならないが、日本の媒体等では「放射能を浴びる」などという表現がしば
しば見受けられるが、これは「放射性物質を浴びる」を意味する。

放 射 線
一般的には電離性を有する高いエネルギーを持った電磁波や粒子線のことを
指す。

放射性物質
放射能を持つ物質の総称で、ウラン、プルトニウム、トリウムのような核燃
料物質、放射性元素もしくは放射性同位体、中性子を吸収又は核反応を起こし
て生成された放射化物質を指す。

被　　爆

人体が放射線にさらされることを言う。被曝したときの放射線の量は線量当
量で表す。線量当量の単位はシーベルト。ただし、短時間の高線量被曝に対し
ては生物学的ガンマ線が用いられる場合もある。
人体についての被曝は、放射線源が体外にあって人体表面から直接に放射線
を照射されて被曝する外部被曝と、経口摂取した放射性物質などで人体内部か
ら被曝する内部被曝に大きく分類することが出来る。また、天然に存在する放
射線源からも人体は被曝しており、この観点からは特に自然被曝と呼ばれる。

シーベルト

人体が放射線にさらされる事を放射線被曝といい、人体は年間およそ2,400
マイクロシーベルト（世界平均）の自然放射線に常にさらされている。ごく微
量の放射線では人体に影響を与えることはないが、大量の放射線は人体に有害
である。特に放射性物質を扱う環境にある人は、自分がどの程度の放射線を受
けたのかを常に厳密に管理しなくてはならない。その際に用いられる尺度の一
つがシーベルトである。

毎時シーベルト
　 1時間あたりの生態への被曝の大きさの単位。シーベルト毎時ともいう。シ
ーベルトが被曝の総量を表すのに対し、毎時シーベルトは、被曝の強さを表す。
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自分らしく生きよう！　会津坂下町男女共同参画推進会議

会
津
坂
下
町
男
女
共
同
参
画
推
進
会

議
で
は
、
平
成
21
年
4
月
に
策
定
さ
れ

た
「
あ
い
づ
ば
ん
げ
ま
ち
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
（
な
の
は
な
プ
ラ
ン
）」
の

実
現
に
向
け
22
年
度
福
島
県
及
び（
財
）

福
島
県
青
少
年
育
成
・
男
女
共
生
機

構
・
福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
と
共

同
主
催
で
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
三
つ
「
子
育
て
」「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
介
護
」
を
男
女

共
同
参
画
の
視
点
で
事
業
を
展
開
し
ま

し
た
。

あ
い
づ
ば
ん
げ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン（
な
の
は
な 

プ
ラ
ン
）の
実
現
に
向
け
て
Vol
③

２
月
25
日
に
中
央
公
民
館
に
て
、
講

師
に
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
福
島

支
部
会
津
地
区
」
世
話
人
の
湯
田
洋
先

生
を
迎
え
「
も
っ
と
い
い
介
護
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

現
在
介
護
を
し
て
い
る
方
、
介
護
施

設
に
お
勤
め
の
方
、
介
護
を
し
て
い
な

い
方
等
二
十
二
名
の
参
加
者
は
、
認
知

第
三
回
事
業

　

自
分
ら
し
く
生
き
よ
う
！

　
「
も
っ
と
い
い　

介
護
教
室
」

症
と
気
付
い
て
か
ら
普
段
の
生
活
ま
で

の
介
護
体
験
談
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

「
介
護
は
大
変
だ
大
変
だ
と
思
っ
て

い
る
と
つ
ら
く
な
る
、
自
分
た
ち
に
あ

っ
た
介
護
制
度
を
使
っ
て
い
く
」「
普

段
の
生
活
の
中
で
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
を
地
域
で
見
守
る
等
地
域
の
協
力
も

必
要
」
な
ど
体
験
に
基
づ
い
た
話
で

「
自
分
ら
し
い
も
っ
と
い
い
介
護
」
を

考
え
さ
せ
る
講
座
と
な
り
大
変
好
評
で

し
た
。

　

参
加
者
の
声

認
知
症
の
家
族
を
持
つ
方
の
本
音
の

一
部
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
認
知
症
に
な
っ
た
方

と
、
家
族
の
良
い
関
係
を
継
続
し
て
い

く
為
に
も
、
頑
張
り
す
ぎ
な
い
よ
う
、

サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

（
介
護
職
員　

女
性
）

「
大
変
だ
大
変
だ
と
思
う
と
つ
ら
く

な
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
に

賛
成
で
す
。
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大

切
で
あ
り
、
介
護
す
る
家
族
に
と
っ
て

も
重
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
納
得

で
す
。
各
家
庭
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合

う
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
と
良

い
と
感
じ
た
。

（
身
近
に
介
護
関
係
者
あ
り　

女
性
）

一
歩
踏
み
出
し
た
内
容
を
聞
け
た
と

思
い
ま
す
。

（
身
近
に
介
護
関
係
者
あ
り　

女
性
）

家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
へ
の
相
談
で
き
る
と
言
う
事
で
安

心
し
ま
し
た
。 

（
介
護
経
験
な
し　

女
性
）

介
護
の
問
題
は
、
誰
に
で
も
関
係
す

る
問
題
で
す
。
今
か

ら
「
自
分
ら
し
い
介

護
」
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

認
知
症
の
方
の
介
護
手
順

①
さ
り
げ
な
く
変
化
を
観
察
す
る
。

「
な
に
や
っ
て
る
の
」
と
高
齢
者

を
馬
鹿
に
し
た
り
責
め
た
り
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

②
早
め
に
病
院
や
保
健
所
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
。

本
人
の
同
行
が
望
ま
し
い
の
で
す

が
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
家
族
だ

け
で
も
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

③
認
知
症
に
関
す
る
主
治
医
を
決
め
る
。

普
段
診
て
も
ら
っ
て
い
る
家
庭
医

に
相
談
し
、
専
門
医
を
紹
介
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
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男女共同参画推進会議委員の募集

　会津坂下町男女共同参画推進会議では、男女共同参画
推進に関する企画・立案・運営を行っています。
各種講演会や町広報での啓蒙活動、委員の研修等の活動
をしています。
　男女共同参画に興味がある方、一
緒に【自分らしい生き方】について
考えてみませんか！
▼問い合わせ先
　中央公民館　83‒3010　

男 女 共 同 参 画 情 報

自分らしく生きよう！　会津坂下町男女共同参画推進会議

「
も
っ
と
い
い
介
護
教
室
」
と
題
し

て
、
湯
田
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

湯
田
先
生
は
認
知
症
の
実
父
を
三
年

間
に
わ
た
っ
て
介
護
さ
れ
、
実
体
験
の

様
子
、
介
護
の
様
子
な
ど
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
介
護
施
設
へ
入
所
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

介
護
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
と
、
暗
く
、

長
く
、
大
変
、
辛
い
な
ど
等
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
し
か
頭
に
浮
か
ば
な
い
こ
と

が
、
現
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
も
っ
と
い
い
介
護
教
室
に

参
加
し
て
』

し
か
し
、
私
も
い
つ
か
介
護
す
る
側
、

さ
れ
る
側
に
な
っ
た
ら
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
よ
い
の
か
、
さ
れ
た
い
か
、
や
は

り
今
か
ら
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
認
知
症
に
な
れ
ば
、
ど

ち
ら
側
に
な
っ
て
も
大
変
な
こ
と
に
は

間
違
い
な
い
し
、
家
族
で
で
き
る
こ
と

に
は
限
界
が
あ
り
、
両
者
に
と
っ
て
よ

り
良
い
介
護
を
す
る
、
さ
れ
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
制
度
の
利
用
や
関
係
機
関

へ
の
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
等
も
、
大
切

な
一
つ
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
で
す
と
何
も
わ
か
ら
ず
介
護

側
の
思
う
が
ま
ま
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

そ
の
人
の
歩
ん
で
き
た
人
生
を
尊
重
し
、

そ
の
人
に
合
っ
た
介
護
が
理
想
で
す
が
、

実
際
に
は
理
想
と
現
実
に
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
り
、
私
自
身
も
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
や
介
護
す
る
側
が
あ
ま
り
多
く
を

背
負
い
こ
ま
な
い
こ
と
も
、
大
切
か
と

思
い
ま
す
。

地
域
、
親
戚
、
姉
妹
等
、
多
く
の

方
々
の
手
助
け
を
お
願
い
し
、
み
ん
な

で
見
守
っ
て
い
け
る
、
そ
ん
な
地
域
や

町
に
な
れ
ば
す
ば
ら
し
い
の
で
す
が
。

そ
れ
に
し
て
も
、
そ
う
な
る
に
は
日
頃

か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

④
家
族
・
親
戚
に
も
認
知
症
の
実
情
を

伝
え
る
。

認
知
症
の
実
情
や
医
師
の
意
見
を

話
し
て
理
解
と
協
力
を
早
い
う
ち
に

得
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
大
事
な
決
定

は
一
人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
・
親
戚

の
合
意
を
得
ま
し
ょ
う
。

⑤
保
健
所
や
福
祉
事
務
所
、
地
域
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
す
る
。

自
分
だ
け
、
家
族
だ
け
で
「
介

護
」
抱
え
込
ま
ず
、
無
理
の
無
い

「
自
分
な
り
の
介
護
」
を
様
々
な
制

度
を
使
い
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
が
介
護
さ
れ
る
側
に
な
っ
た

ら
、
何
事
に
も
「
あ
り
が
と
う
」

の
言
葉
と
と
も
に
、
か
わ
い
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

湯
田
先
生
が
最
後
に
『
フ
レ
デ
ィ
の

遺
言
』
の
文
章
を
読
ま
れ
ま
し
た
。
介

護
さ
れ
る
側
の
気
持
ち
が
、
こ
の
文
に

こ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
一
度
み
な
さ
ん
も
読
ま
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

介
護
は
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
か
ら

少
し
で
も
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
よ

う
に
、
み
な
さ
ん
と
考
え
て
い
き
た
い

テ
ー
マ
で
す
ね
。

（
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員　

樋
口 

裕
子
）



スポーツクラブバンビィ
インストラクターの皆さん

スーパーマルコ
体操講師

菊
きく

池
ち

章
あき

人
ひと

先生
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スポーツ振興くじ
toto 助成事業

『スーパーマルコ体操教室』は、元気に・歌っ
て・踊って・頭も使って、楽しく健康づくりをす
る教室です。町内各会場で多彩なプログラムを展
開しています。
「楽しく体を動かせる」「身体の調子が良くなっ
た」などの声があがり、大好評！体力測定でも確
実に成果があがっています。
お友だちも誘って、みんなで楽しく元気アップ

しましょう！

◎スーパーマルコ体操とは？　　運動不足・運動が苦手な高齢者の方にも楽しく持続できるよう工
夫され、立位や座位など、体に無理なくさまざまな運動ができるプログラムです。音楽にあわせて
楽しく歌ったり体を動かしたり、楽しみながら身体と脳を活性化させます。

▼開 講 日　次の 8つのコース（プログラム･場所）からお選びいただけます。
　①一 般 教 室（中央公民館）毎週水曜 9:30～11:30、13:00～15:00
　②若 宮 教 室（若宮公民館）毎週木曜 9:30～11:30
　③金 上 教 室（金上公民館）毎週金曜 9:30～11:30
　④広 瀬 教 室（広瀬公民館）毎週月曜 9:30～11:30
　⑤川 西 教 室（川西公民館）毎週月曜 9:30～11:30
　⑥八 幡 教 室（八幡公民館）毎週金曜 9:30～11:30
　⑦高 寺 教 室（高寺公民館）毎週木曜 9:30～11:30
　⑧ゆっくり教室（金銀交流サロン）毎週火曜 9:30～11:30

※講師は、菊地章人先生およびスポーツクラブバンビィインストラクターが担当いたします。
※「⑧ゆっくり教室」は、イスに座って行う体操を中心としたゆっくり動く教室です。
　足腰に不安のある方も無理なく参加いただけます。金銀交流サロンとの連携教室です。
※開講式は、②～⑦を 4月中旬、①⑧を 5月上旬に予定しています。参加者には別途通知します。

▼会　　費　・年会費（入会金）3,000円／年（保険料含む）
　・月会費　500円（開講式時と10月に半期分づつ集金します）

▼定　　員　①一般教室は200名程度、それ以外②～⑧は20名程度となります。

▼申し込み・問い合わせ先
スポーツクラブバンビィ（町民体育館）TEL 83-2301
教育部　生涯学習班（中央公民館）　　TEL 83-3010
各地区公民館
※申込書を備えておりますのでお申し込みください。随時受け付けております。
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★保育所では毎月第 1・第 3日
曜日に施設開放をしています。
親子で・・お友達と・・
　おじいちゃんやおばあちゃん
も一緒に　遊戯室・所庭で楽し
く遊んでください。

～ばんげ保育所施設開放～
第３日曜日には楽しいイベントを企画

いたしました。みなさん、

ぜひ気軽にご参加ください。 

時間　10時～12時

場所　保育所遊戯室・所庭

月　日 事 業 名 内　　容 事前申込

5月15日
ばんげほいくしょに
あそびにおいでよ！

保育所ってどんなところ？
みてみよう やってみよう

6月19日 げんきにあそぼう
お外でいっぱい遊ぼう!
虫さんにも会えるかな?！
お弁当を持ってきてピクニックもo.k

7 月17日
おひさまとなかよし

水あそび
保育所のプールで遊ぼう
雨天の場合：遊戯室

8月21日
おひさまとなかよし

水あそび
保育所のプールで遊ぼう
雨天の場合：遊戯室

9月18日 和太鼓ワッショイ！！
竹太鼓・和太鼓体験
おじいちゃん・おばあちゃんもどうぞ

10月16日
親子でウキウキ
クッキング

みんなで作ろう簡単cooking!
何ができるかお楽しみ♥

有

11月20日 ちいさなおはなしかい
パネルシアター・エプロン
シアター・絵本が始まるよ!

12月18日 Happy  ｘ’mas
親子でhappy  x´mas
簡単リースのできあがり

有

1月15日
ふわふわパンやさん

～小麦粉粘土であそぼう～
小麦粉から粘土を作って遊ぼう
パンのにおいがするよ！

有

2月20日 Let´s  dance !
みんなで寒さをふきとばそう
レッツ　ダンシング！！

飲み物は各自持参してください。
10月・12月・ 1月の参加については準備の都合上、早めにお申し込みください。

連絡先：会津坂下町立ばんげ保育所 　０２４２－８３－３２０２
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図書室だより

10 だ よ り図 書 室
中央公民館図書室　TEL 83-3010 （第 2火曜日定休）

　 4月になりましたね。新生活が始まったみなさん、おめでとうございます。
図書室は、みなさんに「ばんげの図書室は使いやすいなぁ」と思っていただけるように
今年度も努力してまいります。リクエストや予約、調べもの相談など、お気軽にご利用ください。

昨年度人気だった本は？（平成22年 4月 1日から平成23年 3月10日まで調べ）

《貸出回数ランキング》
一般部門　 1位：『告白』 湊かなえ著（913ミナ 20回）
一般部門　 2位：『棄霊島（浅見光彦シリーズ；100）』上下巻　内田康夫著（913ウチ18回）
一般部門　 2位：『卒業（加賀恭一郎シリーズ； 1）』 東野圭吾著（913ヒガ18回）
一般部門　 2位:『わが家の母はビョーキです』 中村ユキ著（493.76ナカ 18回）

昨年映画化され、話題になっていた『告白』が貸出回数一位でした。他にも人気シリーズやメディア
化された作品は、やはり楽しみになさっている方が多いようですね。

『わが家の母はビョーキです』は、統合失調症の母親について描
かれたコミックエッセイですが、このように手に取りやすく読みや
すい実用書が、（他にも『くるねこ』シリーズや『子育てハッピー
アドバイス』シリーズなど）大変人気です。昨年度までと比較して、
小説以外の本のご利用もバランス良く増えてきたように思います。
また、「図書室だより」でご紹介した本に関して、沢山のお問い

合わせをいただきました。ランキングには入っていませんが、
『1Q84』シリーズや『もしドラ』などは、掲載されたその日のうち
に複数の方からお問い合わせをいただき、予約待ちが発生するなど大人気でした。

児童YA部門　 1位：『かいけつゾロリカレー vs.ちょうのうりょく』 原ゆたか著 （K913はら 25回）
児童YA部門　 2位：『こびとづかん』 なばたとしたか　作・絵 （Eなば23回）
児童YA部門　 2位：『かいけつゾロリのきょうふのカーニバル』 原ゆたか著 （K913はら 23回）

かいけつゾロリシリーズ強し！実は、貸出数ランキングトップ10のうち、 6作までがこのシリーズで
した。ちょい悪の主人公にダジャレオンパレードの楽しいシリーズで、小学生に絶大な人気があります。
他には『怪談レストラン』シリーズなど、こわ～い話が人気でした。
また、絵本では『こびとづかん』のようにちょっと不思議で面白い作品、『ミッケ！』シリーズなど

みんなで楽しめる作品が人気でした。
貸出はできませんが、大型絵本を少しづつ増やしています。子どもたちがお互いに読み聞かせをした

りと好評でした。赤ちゃん向けの絵本も増やしていきますので、ブックスタートや読み聞かせなどに是
非ご利用ください。

4月23日は「子ども読書の日」です。
親子で読書を楽しんでみませんか？
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平成23年度町税等納期一覧表

月

納

期

限

固
定
資
産
税

町

県

民

税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
者

保

険

料

水
道
料
金
下
水
・

農
集
排
使
用
料

住
宅
使
用
料

児
童
福
祉
負
担
金

4 月 5 月 2 日 ○ ○ ○ ○

5月 5月31日 ○ ○ ○ ○

6月 6月30日 ○ ○ ○ ○

7月 8月 1日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8月 8月31日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月 10月31日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月 11月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月 12月28日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1月 1月31日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2月 2月29日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月 4月 2日 ○ ○ ○

納
入
場
所

  東邦銀行坂下支店及び町金庫（役場内派出所）
  大東銀行坂下支店
  会津信用金庫坂下支店
  会津商工信用組合会津坂下支店
  会津みどり農業協同組合の町内各支店

町税等に関しての問合せ先
税務管理班（固定資産税・町県民税・軽自動車税） 電話　８４－１５０２
保険年金班（国民健康保険税） 電話　８４－１５０１
　　　　　（介護保険料・後期高齢者保険料） 電話　８４－１５１３
上下水道班（水道料金・下水道使用料・農業集落排水使用料） 電話　８４－１５３１
建設班（住宅使用料） 電話　８４－１５０６
保育所（児童福祉負担金） 電話　８３－３２０２

町税等は納期内に納めましょう。
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平成22年度にご寄附いただいた方への感謝状贈
呈式が 3月23日に町役場大会議室で行われ、感謝
状が贈られました。皆さんのご寄附・ご寄贈の目
的に沿えるよう、有効に使わせていただきます。

受賞者（敬称略）
○ＪＡ会津みどり和牛部会　
○明るい社会づくり運動両沼地区協議会
○㈲白井造園　
○坂下歌謡ファンクラブ
○阿賀の竹 唄舞会　
○陽だまりの会
○㈶青少年交流振興協会 実行委員長 湯田 和廣
○竹村新聞店 所長 竹村 福雄
○石綿 力
○増井 典子
○㈱シモン 会津工場
○国際ソロプチミストばんげ
○荒井畳工業 荒井 利夫

教育委員会顕彰表彰は、町で文化の向上や教育の振
興、発展に貢献しその功績が顕著である団体や個人に
贈られます。平成22年度は、31人と 2団体が受賞し、
賞状と記念品が贈呈されました。
なお、平成22年度の表彰式は東北地方太平洋沖地震

の関係で中止となりました。

受賞者（敬称略）
【坂下小学校】
　 2年 斎藤優海　 4年 佐藤総一郎　 4年 佐藤菜月
　 5年 山内颯太朗　 5年 天野みく　 5年 三浦智啓
【若宮小学校】
　 1年 遠藤愛心　 5年 佐藤　和　 5年 渡部伴起
　 6年 小林寛美
【第一中学校】
　 1年 川島尚樹　 1年 星　　結　 3年 板橋将輝
　 3年 渡邊大輝　 3年 大橋義樹　 3年 角田一麻
　 3年 小林慧美　 3年 山内梨央
【第二中学校】
　 1年 横澤　翔　 2年 横澤　拓　 2年 薄健太朗
　 3年 青柳利祈　 3年 遠藤耀太　 3年 菊池里樹
　 3年 増田悠乃　 3年 藤巻絵里佳　 3年 山内　樹
　相撲団体チーム　陸上低学年リレーチーム
【一　般】
　永山義信（福島駅伝区間賞）
　佐藤高学・江川　龍・湯浅恵一郎
　（全国フットサル県予選優勝）

まちの話題

TOWN TOPICS

この度、町統計調査員協議会会長の林出仁志さん（八日沢）が『福島
県知事表彰』『農林水産大臣表彰』を受賞されました。
林出さんは、統計調査員として任命されてから25年間、国勢調査や農

林業センサス、住宅土地統計調査など、様々な統計調査に32回従事され
ました。
また、指導員として調査員からの疑問・質問等に正確かつ丁寧な回答

を行うなど、統計調査の普及発展に貢献されました。
これからも、林出さんのご活躍をご祈念いたします。

会津坂下町感謝状贈呈式
会津坂下町教育委員会顕彰表彰

統計調査員 林出さん『福島県知事表彰』『農林水産大臣表彰』受賞



13

明るく住みよい会津坂下町を築く道しるべとし
て制定された、『会津坂下町民憲章』の推進にふ
さわしい活動をされた個人及び団体を対象に、毎
年推進章を贈呈しています。

平成22年度は次の方々に贈呈されました。
○会津ボーイズ
地域奉仕活動の一環として、地域の道路や野球
場周辺の清掃活動を行いました。

○坂下第一中学校第三学年
草花の絵はがきを町内の一人暮らしのお年寄り
にプレゼントしました。
　
○船窪有志会
子ども達に米つくり体験や永年にわたり文化の
伝承しています。

○鈴木　勝　様
幼稚園・小学校・公民館・役場などに「鈴虫」
の飼育箱を設置し、子ども達・住民の心を和ま
せ、希望を与える活動をしています。

○賀川　貴夫　様
集落のゴミ集落所の除雪を永年にわたり続けて
います。

　 2月16日に、坂下小 5年
の田村璃奈さん（右）と三
瓶和花さん（中）小川真椰
さん（左）が、福島県新人
バレーボール大会への出場
報告に町役場を訪れました。

　坂下バンビーズは、 2月12日・13日に行われた、新
人バレーボール会津大会に出場し、強豪を次々と破
り、初優勝し県大会出場を決めました。
　 3人は、「県のレベルは非常に高いが少しでも多く
勝ち進みたい」と、話してくれました。
　 3月 6日に開催された、福島県新人バレーボール大
会では善戦むなしく敗退しました。次大会での活躍を
ご期待します。

　 3月 2日に、坂下小 5年の内
川湧太くんが、全国小学生アル
ペンスキー大会への出場報告に
町役場を訪れました。
　内川くんは、 2月12日に行わ
れた、福島県総合体育大会スポ
ーツ少年団大会で準優勝し全国

大会出場を決めました。
内川くんは、「リラックスした滑りで上位入賞を目

指したい」と、話してくれました。

　 3月 2日に、坂下二中 2年の
斎藤祐哉くんが、プレミアカッ
プ2011東北大会への出場報告に
町役場を訪れました。
　斎藤くんは、クラブチームの
ラッセル郡山に所属し、 2月12
日に行われた、JFAプレミアカ

ップ福島県大会で優勝し東北大会出場を決めました。
斎藤くんは、「練習通りの力を発揮し優勝したい」

と、話してくれました。

まちの話題

TOWN TOPICS

会津坂下町民憲章推進章贈呈式

坂下バンビーズ
バレーボールで県大会に出場

内川湧太くんスキーで全国大会に出場

斎藤祐哉くんサッカーで東北大会に出場
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協働によるまちづくり推進事業募集

募 集

「住民が夢と希望と愛着を持てる」まちづくりのた
めに、皆さんがやってみたいことはありませんか？公
益的な事業を実施する団体に、10万円を上限に事業費
を支援します。「まちのためにこんなことをしたい！」
という事業をご提案ください。
▼募集期間　 4月20日（水）まで
▼応募方法　役場政策企画班またはまちづくりセンタ
ーまでご応募ください。【書類は、政策企画班・ま
ちづくりセンターに設置】
▼対象団体　公益活動を実施する団体、行政区等
▼対象事業　地域への関心やまちづくりへの意欲高揚
を図ることができる事業（従来からの活動や営利目
的の活動、他に補助金等を受けている活動は対象に
なりません）
※審査委員会が審査し、対象事業を選定します。
▼事 業 費　上限10万円（食料費・人件費は対象外）
▼問い合わせ先
政策企画班　TEL 84-1504　

〝一生に一度〟の成人式を
心に残る成人式に・・・

仲間とともに創ってみませんか？

今年も 8月15日に夏の成人式を開催します。新成人
の手による有意義な式典とするため、皆さんの意見を
取り入れた式の企画・運営等に協力していただける実
行委員を募集します。

▼申込方法
直接申し込むか電話、FAX、mailで申し込みくだ
さい。FAX、mailの場合は、氏名・住所・生年月日・
電話番号を明記してください。
▼定　　員　先着10名程度
▼申込期限　 5月13日（金）
▼問い合わせ先
生涯学習班（中央公民館）
TEL 83-3010　
FAX 83-4498
mail  cyuou@town.aizubange.fukushima.jp

平成23年度成人式実行委員募集

※該当者は、会津坂下町に在住、あるいは会津坂下
町出身で、『平成 2 年 4 月 2 日～平成 3 年 4 月 1 日
生まれの方・中学校平成17年度卒業の方』です。該
当者の方には、後日会津坂下町の実家へ通知いたし
ます。

地震により被害を受けた家屋の
固定資産税減免について

案 内

今回の地震で倒壊または損傷が激しく取り壊した家
屋については固定資産税が減免されます。
▼対象となる家屋
倒壊した家屋、損傷が激しく取り壊した家屋。
※損傷が激しく使用できない、または取り壊す予定
の家屋についても減免の対象となる場合がありま
す。

※現地確認させていただく場合があります。
▼対象となる税額
該当家屋分の平成23年度固定資産税額

▼申請受付・問い合わせ先
税務管理班（⑥番窓口）　TEL 84-1502　

20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入し
なければなりません。
しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、本

人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付
が猶予される「学生納付特例制度」があります。
▼対　　象　大学等に在学する20歳以上の方
▼承認期間　 4月（または20歳誕生日）から翌年 3月

まで
▼持参するもの
①年金手帳
②平成23年度有効の学生証（コピーの場合は両面）
または在学証明書

③印鑑（本人署名の場合は不要）
④前年以降に会社を退職して学生になられた方は、
退職を確認できる書類（雇用保険受給資格者証等
の公的機関の証明書）

※申請手続きは毎年必要です。
※保険料を未納のままにしておくと、障害年金等を受
けられない場合があります。

▼申請受付・問い合わせ先
保険年金班（④番窓口）　TEL 84-1501　

『学生納付特例制度』国民年金保険料の
納付が困難な時は手続きを！
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合併処理浄化槽
設置整備事業補助金の受付について

案 内

町では、合併処理浄化槽を設置される方に対し平成
23年度の予算の範囲内で、補助金交付を予定しており
ますが、受付の開始につきましては今般の大震災の影
響により国・県の予算が確定していないため例年より
遅れる予定です。
受付開始の際は別途お知らせいたします。
▼問い合わせ先
　上下水道班　TEL 84-1531　

公共下水道・農業集落排水接続のご家庭・事業所の
方々へ。
ご使用に際しましては、以下のことに留意下さるよ

うお願いします。
▼トイレに物を流さない
水洗トイレには、トイレットペーパー以外の物は流

さないようにしてください。
水に溶けないティッシュペーパーや紙おむつ、タバ

コやガムを流すと詰りの原因になります。
※特にティッシュペーパーは水に溶けないため処理場
まで流れ詰りの原因となっていますのでご注意くだ
さい。
▼油などは流さない
天ぷら油等の廃油を流さないでください。
下水管及び宅内排水管内で石けんと油が化合して固

まり詰りの原因となります。
▼有害物を流さない
揮発性の高い危険物を流すと大爆発を起こす原因と

なります。
（ガソリン・シンナー・石油・アルコール類）
▼問い合わせ先
　上下水道班　TEL 84-1531　

銃砲・刀剣類の登録手続きについて
【銃砲・刀剣類の登録手続き】
▼発見から登録手続きまでの流れ

未登録の銃砲・刀剣類を発見した時は、最寄りの
警察署に発見届をしてください。発見の届出が済む
と、県教育委員会から発見届出者に登録審査会の案
内がありますので、速やかに登録審査会で審査を受
けてください。

▼登録審査会に持参するもの
①発見届をした銃砲・刀剣類
②砲刀剣類発見届出済証（警察署から交付）
③登録申請書（県教育委員会から送付）
④印鑑
⑤登録審査手数料（福島県収入証紙）

　 1件（銃砲 1丁、刀剣 1振）につき6,300円
※県庁及び各合同庁舎の売店で取り扱っております。
⑥委任状（代理人に依頼する場合）

▼平成23年度開催日程
　 3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震のため、
現在県教育委員会で対応を協議しております。
開催日程や場所については詳細が分かり次第お知

らせいたします。なお、福島県教育委員会へ問い合
わせる場合は下記のホームページをご覧ください。
http://www.pref.fks.ed.jp/

【所有者が代わった場合や登録証を紛失した場合】
▼登録刀剣類の所有者が代わったとき

20日以内に新所有者が登録証を発行した都道府県
教育委員会へ所有者変更届出書を提出してください。
▼登録証を紛失したとき

遺失物届を所轄の警察署に提出後、登録証を発行
した都道府県教育委員会へ登録証再交付申請書を提
出し、登録審査会で審査を受けてください（紛失の
状況により、警察署で遺失物届の提出を求めないこ
ともあります）。なお、福島県外で登録した銃砲刀
剣類も県内で審査を受けることになります。

※審査の際、再交付手数料がかかります（福島県の場
合 1件につき3,500円の福島県収入証紙）。

▼貸付又は保管を委託するとき
貸付又は保管委託届出書を20日以内に登録した

都道府県教育委員会へ提出してください。また、貸
付等が終了した場合は速やかに終了届出書を提出し
てください。

※上記の手続を怠った場合、不法所持として罰せられ
ることがありますのでご注意ください。

▼問い合わせ先
教育部文化振興班　TEL 83-2234　

有料広告募集中！
★広報あいづばんげ 縦42㎜×横171㎜　20,000円

　　縦42㎜×横 84㎜　10,000円
★会津坂下町ホームページ（バナー広告） 10,000円

※料金は、1か月の金額です。
（年間契約の場合、割引有り）

公共下水道・農業集落排水の
正しい使用について（お願い）
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「献血で　未来へつなぐ　命の輪」
～無償の献血が尊い生命を救います～

献血を実施しますので町民の皆様の
ご協力をお願いいたします。
▼日　　時　 4月15日（金）
▼受付時間　午前 9時30分～午後 0時30分

午後 2時～午後 4時30分
▼場　　所　会津坂下町役場前
▼対　　象　
①16～69歳の方
65歳～の方は60～64歳までに献血経験のある方
②体重　男性45㎏　女性40㎏以上の方
③過去に輸血を受けた経験が無く、現在健康な方
※「国際ソロプチミストばんげ」のご協力によりま
して、献血の啓発活動や記念品の進呈があります。

▼平成23年度献血年間日程（予定）
4 月15日（金）・ 5月17日（火）・ 6月23日（木）
7月19日（火）・ 8月23日（火）・ 9月 8日（木）
10月13日（木）・11月17日（木）・12月 6 日（火）
1月27日（金）・ 2月15日（水）・ 3月 4日（日）
3月21日（水）

※「国際ソロプチミストばんげ」や「会津坂下ライオ
ンズクラブ」、高校生ボランティアのご協力により
まして献血啓発活動や記念品の進呈などが行われて
います。
※成分献血は、毎週月･水･土曜日に日本赤十字血液セ
ンター会津地区センターにて実施されています。詳
細は（TEL 24-6650）にお問い合わせください。
▼献血ホットな話題
3 月 6 日（日）にリオンドール坂下中央店前にて街
頭献血が実施され、広報車のPRアナウンスを聞い
て 5日に16歳の誕生日を
迎えたばかりの男子高校
生が「16歳になった記念
に献血に来ました」と、
お母さんと一緒に献血に
来てくれました。献血初
体験！心温まる献血ホッ
トな話題です。
▼問い合わせ先
健康増進班（健康管理センター）TEL 83-1000　

案 内太陽光発電システム設置費補助について

献血にご協力ください

地球温暖化防止対策の一環とし
て、住宅用太陽光発電システムを設
置する町民の皆さんに対し、設置費
の一部を補助します。
　太陽光発電は、太陽の光で電力を
生み出す地球環境にやさしく、騒音
や二酸化炭素を排出しない、環境負
荷の少ない発電システムです。現在の住宅へ太陽光発
電の設置を検討されている方はぜひご利用ください。
▼補助の対象となる方
①会津坂下町内で自らが居住しているか、居住しよ
うとしている住宅（店舗等との併用住宅含む）に
太陽光発電システムを設置し、電力会社と電力受
給契約を締結する方。

②補助金の交付決定日から 2か月以内に着工（契約
を含む）できる方。

③平成24年 3 月10日までに太陽光発電システムの設
置が完了できる方。

▼対象となるシステム
住宅の屋根等に設置した太陽光発電による発電設備
であって、低圧配電線と逆潮流有りで連携し、太陽
電池モジュール、架台、接続箱、直流側開閉器、イ
ンバータ及び保護装置等で構成され、太陽電池の出
力が10kw未満のシステム。

▼補助金の内容
システムの 1 kwあたり 3万円、上限 4 kwまでで 1
件あたり最大12万円とする。

▼補助の件数
3 件（申請が多い場合抽選となります。抽選日は 4
月下旬を予定しています。）

▼申請受付期間
　平成23年 4 月11日（月）～ 4月20日（水）
　午前 8時30分～午後 5時15分（閉庁日を除く）
▼問い合わせ先
　政策財務部　政策企画班　TEL 84-1504　

観光ボランティアガイド養成講座を開催します。
▼対 象 者　まちなかガイドに興味のある方
▼講座内容
①会津坂下町の歴史・文化・商業等に関する内容に
ついての講義、現地研修等

②継続研修者に対する上級講座も用意します。
▼申込締切　平成23年 4 月末まで
▼申し込み・問い合わせ先
　商工観光班（東分庁舎）TEL 83-5711　

まちなかガイド養成講座開催
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年間契約も受付中
広報紙自らの財源を生み出すため、「広報あいづば

んげ」と「会津坂下町ホームページ」に『有料広告』
を掲載しています。
只今、平成23年度分の掲載広告を募集しています。
年間通しての掲載には割り引きもありますので、是

非この機会にご検討ください。

有料広告募集中！
★広報あいづばんげ 縦42㎜×横171㎜　20,000円

　　縦42㎜×横 84㎜　10,000円
★会津坂下町ホームページ（バナー広告） 10,000円

※料金は、1か月の金額です。
（年間契約の場合、割引有り）

粗大ごみの収集日程について
粗大ごみの収集を以下の日程で行います。年に 1回

の収集となりますので、この機会をご利用下さい。
なお、該当地区には、事前に詳細な内容のチラシを

配布いたしますので、よく読んで、粗大ごみを出すよ
うにしてください。
▼収集日程　 5月22日（日）坂下地区

6月19日（日）金上・若宮地区
7月17日（日）広瀬・八幡地区
8月21日（日）川西・高寺地区

▼収集場所・収集時間
該当する地区には、事前にチラシを配布する予定で
すので、そちらをご覧ください。

▼収集方法
別途配布するチラシについた処理券と処理費用をお
持ちの上、区長・自治会長さんの確認を受けてから、
収集場所にお持ちください。（指定した場所に出せ
ない場合や費用が分からない場合は、収集業者とご
相談ください。）

▼問い合わせ先
　戸籍環境班（②番窓口）TEL 84-1500　

明治から平成初期までの役場文書・区有文書・諸家
文書など掲載した資料集で、町の歴史がうかがわれま
す。また、戦没者名簿や勧業統計など掲載しておりま
すので、是非ともご購入下さい。
▼販売価格　5,000円（税込）
▼販売・問い合わせ先
会津坂下町史編さん室（町民体育館内）
TEL 83-2234　

案 内
雇用保険の特例措置について

今回の地震により事業の継続が困難となった災害救
助法指定地域（※）の事業所から、一時的に離職せざ
るを得ない方の生活を保障するため、事業再開後の再
就職が予定されている方であっても、雇用保険の失業
手当を支給できる特例措置を実施します。また、失業
給付を受給されている被災された方々の便を図るため、
特例的に住所地以外のハローワークでも受給できるよ
うに実施します。
▼災害救助法指定地域
　白河市、須賀川市、富岡町、二本松市、鏡石町、楢
葉町、大熊町、双葉町、浪江町、新地町、郡山市、桑
折町、国見町、川俣町、西郷村、矢吹町、中島村、玉
川村、小野町、棚倉町、伊達市、広野町、浅川町、田
村市、いわき市、川内村、飯舘村、相馬市、南相馬市、
猪苗代町、福島市、大玉村、天栄村、泉崎村、矢祭町、
平田村、石川町、本宮市、三春町、葛尾村、古殿町、
会津若松市、会津坂下町、喜多方市、湯川村、会津美
里町、磐梯町
▼問い合わせ先
　ハローワーク会津若松　TEL 26-3333　

平成23年 7 月24日までに今までのテレビ放送（地上
アナログ放送）は終了します。
地上デジタル（以下「地デジ」）放送を視聴するには、

地デジ放送に対応しているテレビに換えるか、現在ご
利用中のアナログテレビに外付けの地デジ放送対応チ
ューナーなどをつなぐ必要があります。
地デジ放送がまだ視聴できない市町村民税非課税世

帯に対して、簡易な地デジ放送対応チューナー 1台を
無償で給付する支援を行います。
詳しくは、総務省地デジチューナー支援実施センタ

ーまでお問い合わせください。
▼問い合わせ先
　総務省地デジチューナー支援実施センター
　TEL 0570-023724　

市町村民税非課税世帯への地上デジタル
放送受信のための支援について

会津坂下町史第六巻資料編Ⅲ
近代・現代（下）発刊しました
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サイエンスカフェ開催

案 内

里山のアトリエ坂本分校では、地域にある会津大学
との連携事業として、サイエンスカフェを開催いたし
ます。学校のような講義形式ではなく、講師を囲み、
お茶やお菓子を楽しみながらcaféで懇談するような
雰囲気の中で、最先端の科学技術や生活に密着したテ
ーマを科学の目で理解する機会として開催するもので
す。
▼日　　時　 4月29日（金）昭和の日

午後 1時30分～午後 4時
▼場　　所　里山のアトリエ坂本分校　講堂
▼内　　容　「はやぶさ君」の冒険について

小惑星から小さな砂を持ち帰った探査機
「はやぶさ」を、絵本「はやぶさ君の冒
険日誌」などを用いてわかりやすくお話
します。

▼講　　師　会津大学企画運営室　奥平恭子准教授
　　　　　　元宇宙航空研究開発機構スタッフ（JAXA）
▼会　　費　 1人500円（当日ご持参ください。）
※やますけ農園、長井生卵を使ったお菓子を楽しん
でいただきます。

▼募集人数　20名（申し込み先着順）
▼対　　象　小学校 4年生から大人まで　
※参加希望の方は、電話・FAX・Emailにて名前・
年齢・連絡先等を連絡ください。人数になり次第、
締め切らせていただきます。

▼申し込み・問い合わせ先
　里山のアトリエ坂本分校
　TEL 83-8677　FAX 85-6117
　Email　ba-gt.sakamoto@snow.plala.or.jp

▼鶴沼球場
4 月23日（土）から鶴沼球場において、春の高校野
球県大会の会津支部大会が開催される予定です。
※大会の詳しい日程は、新聞等で確認をお願いしま
す。

※この大会は、高野連が観覧料（500円）を徴収致
します。

※スタンドは禁煙です。また、ゴミの持ち帰りにご
協力ください。

▼桜並木
桜並木が綺麗です。お花見には最適な場所です。開
花については、鶴沼球場管理事務所（TEL 83-3755）
にお問い合わせください。
▼問い合わせ先
㈱会津ばんげ公共サービス　TEL 83-1344　

「ばんげひがし公園・鶴沼緑地公園」より

平成23年度の犬の登録と狂犬病予防注射を下記の日
程で実施します。該当する飼い主さんは最寄りの会場
で受けてください。
※犬の登録は、随時戸籍環境班で受け付けています。

登録の種類 費　　　用 受付方法

町に登録さ
れている犬

1 頭3,100円
集合注射料2,550円
＋注射済票550円

個人通知書及び問診
票を送付しますので、
記入のうえ必ず持参
してください。

新たに登録
される犬

1 頭6,100円
登録料3,000円＋集
合注射料2,550円＋
注射済票550円

会場に用意してある
申請書に記入してい
ただきます。早めに
おいでください。

・予防注射を受ける際には問診票の提出が必要となり
ます。犬の登録をされている方には通知文書と併せ
て送付しますので、記入のうえご持参ください。

・つり銭のないようご協力ください。

▼H23狂犬病予防注射（集合注射）日程表

期　　日 場　　所 期　　間

5 月18日
（水）

高寺公民館 午前 9時30分～10時 5 分

坂本コミュニテ
ィーセンター

午前10時20分～10時35分

八幡公民館 午前10時50分～11時20分

若宮公民館 午後 1時10分～ 1時50分

金上公民館 午後 2時 5分～ 2時45分

5 月19日
（木）

長井公民館 午前 9時30分～ 9時45分

川西公民館 午前10時～10時20分

広瀬公民館 午前10時35分～11時20分

健康管理センター 午後 1時10分～ 2時30分

▼注意事項
○当日の注射は健康な犬に限らせていただきます。
○犬を扱いなれた人が連れてきてください。
○引き綱は短く持ち、犬の突発的行動に対処できる
ような服装でおいでください。

○首輪は必ず付け、注射時も放さないでください。
○かみつき癖のある犬には、口輪をつけてください。
○フンを始末する道具を必ず持ってきてください。

※飼い犬が死亡したときや、登録内容について変更が
生じた場合は、戸籍環境班までご連絡ください。

▼問い合わせ先
戸籍環境班（②番窓口）　TEL 84-1500　

犬の登録と狂犬病予防注射を実施します



□本　社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神461 ℡0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯4330-23 ℡0241-42-2890

㈱あいづダストセンター　
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談下さい
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事　業　名 日　時
開催場所

申込・問い合わせ先
備　　 考

つくしんぼ教室

5 月～ 3月
年11回程度
（月 1回）
平日の午前中

場　中央公民館　外
問　生涯学習班
（中央公民館）
TEL 83-3010

費　1,000円 
対　町内に住む入園前の幼児とその保護者
期　 4月28日（木）まで

ばんげ
健やかキッズ

4 月21日(木)
午前10時～

11時30分 健康管理センター
TEL 83-1000

対　 0～ 1歳・ 1歳～ 2歳の児と保護者
持　お子さんに必要な物（オムツ・ミルクなど）
※おやつはご遠慮ください

4月28日(木)
午前10時～

11時30分

対　 2歳～幼稚園前の児と保護者
持　お子さんに必要な物（オムツ・飲み物など）
※おやつはご遠慮ください

企画展
「美土筆会作品展Ⅲ」

5 月 3 日(火) ～
　 6月26日(日)
午前 9時～

午後 4時

場　五浪美術記念館
問　文化振興班

TEL 83-2234
（平日）

料　大人200円、小人100円
注　開館日は土・日・祝日
　　土曜日は高校生以下無料
　　無料観覧日： 5月 5日（祝）

平成23年度
文化財講座「塔寺塾」

参加者募集

5 月～10月
（月 1回）

場　町民体育館
問　文化振興班

TEL 83-2234㈹

対　町内に住む20歳以上の方
期　 4月28日（木）まで

人権・行政相談会
5 月10日(火)
午前10時

～午後 3時

老人福祉センター
TEL 83-2837

家庭内のもめごと、近隣とのトラブルをはじめ
とする人権や行政問題等についての相談会を開
催します。
人権擁護委員　　　　目黒　功（上町）
　佐藤弘子（大沢）　　歌川新喜（宇内）
　小池喜八（青津）　　目黒兵庫（矢ノ目）
行政相談委員　　　　芦沢美也子（小原）

司法書士
土地家屋調査士
による相談会

5 月12日(木)
午前 9時30分

～正午

老人福祉センター
TEL 83-2837

財産、土地家屋問題などに関する困りごとの相
談に応じます。

「糸桜里の湯ばんげ」
より

ＧＷ期間中の
営業日

4月26日（火）～
5月 8日（日）ま
では、休まず営
業致します。

糸桜里の湯ばんげ
TEL 83-1151

便利な送迎バスをご利用ください。
①弁当プランや宴会プランにご利用ください。
②お花見や歓迎会に最適です。
③会津三観音巡りセットと会津霊地巡りセット
を販売致しております。

注
　
意

○申し込みは原則、土・日・祝日を除く
　午前 8時30分～午後 5時15分　
○費用・料金等の記載のないものは無料
○「申込」の記載があるものは事前に申し込みが必要

場＝場所　問＝問い合わせ　費＝参加費　対＝対象者　期＝申込期日　持＝持参物　料＝料金　注＝注意点



町内の保育所・幼稚園・小学校・中
学校から、子ども達の学校での様子
をお伝えします！

のち
た

私 学校
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平成24年 4 月の中学校統合、平成25年 4 月の小学校・
幼稚園統合に向け、ハード面では今年度第二中学校屋内
運動場改築工事が行われ、来年度は現第一中学校を統合
小学校にする改築工事、統合幼稚園の新築工事が始まり
ます。子どもたちが快適に伸び伸びと過ごせる学校づく
り・学習環境づくりが進められています。

【学校統合に向けて】

また、ソフト面でも「新しい中学校創造委員会」を中心に検討を重ねていきます。町には「基礎学
力向上推進会議」が組織されており、その中でさまざまな部会（教科等）が設けられ学ぶ力をつける
ための取り組みがなされています。その中で「幼小連携」「小中連携」を掲げ、子どもたちが次の学
校へ進学する際に、スムーズに移行（つなぎ）できるような授業実践をしています。

小学校 6年生は、中学校への進学を前に、大きな期待と不安を併せ持っています。
このような時期に、中学校の先生が小学校 6年生を対象に授業をすることは、中学校への不安を取

り除くということからも大きな意義があります。
　 2月17日、坂下小学校で坂下第二中学校の先生による小中連携授業が行われました。
坂下小学校 6 年 3 組の児童を対象に、小学校と中学校の先生がチームを組んで指導に当たるＴ,Ｔ

（チームティーチング・複数の先生で授業を行う）を組んで進められた授業でした。
写真の子どもたちの表情から見てとれますように、緊張感のある、工夫に富んだ授業でした。

授業に集中する子どもたち

小学校と中学校が連携して
授業をするのは、ただ単に中
学校に進学する子どもたちの
不安を取り除くことだけにと
どまらず、「算数科と数学科
を結ぶ」など、いわば「小学
校の学びと中学校の学びの接
続を図る」という大きな意味
があります。

この取り組みをさらに広げていきたいと思います。
第 2回授業は 3月 3日に第二中学校で行われました。
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戸籍の窓口
2 /21～ 3 /20届出分

お誕生おめでとう

ごめい福をお祈りします

地　区　　　名　前　　（保護者）
塔　寺　佐　瀬　桃

もも

　花
か

（和　久）
緑　町　遠　山　心

み

　優
ゆ

（正　人）
新　町　齋　藤　立

りつ

　華
か

（卓　也）
新　町　渡　部　結

ゆ

　菜
な

（雄　太）
三　谷　佐　藤　文

ふみ

　哉
や

（博　文）
青　津　加　藤　永

はる

　睦
む

（　努　）

羽　林　木　村　宗　一（82歳）
新　町　江　花　　實　（81歳）
新富町　平　田　淳　子（81歳）
片　門　長谷川　彦　一（83歳）
塔　寺　　林　　ハ　ナ（98歳）
塔　寺　保　知　雄三郎（86歳）
勝　方　吉　良　　甲　（82歳）
中政所　橋　本　敏　子（90歳）
中　村　大　谷　育　子（38歳）
見　明　横　山　鎭　夫（69歳）
舟　渡　玉　川　光　明（70歳）
古坂下　石　本　清　子（69歳）
見　明　近　藤　貞　雄（90歳）
和泉川原　山　内　繁　藏（84歳）
古坂下　齋　藤　レイ子（74歳）
舟　渡　玉　川　美代子（83歳）
青　木　稲　村　シ　イ（85歳）
宇　内　髙　瀬　富時枝（65歳）
新富町　田　中　シノブ（87歳）
桜木町　小　瀧　洋　子（67歳）
西青津　五十嵐　　登　（85歳）
見　明　齋　藤　秀　秋（89歳）

※　掲載を希望されない方は、「戸籍
の届書」を提出する際に、戸籍の
担当に申し出てください。

町の人口と世帯
（ 3月1日現在）

人　口……… 17,306人（－23）
　男　………… 8,287人（－ 6）
　女　………… 9,019人（－17）
世帯数………… 5,432戸（－ 4）

　 3月11日、坂下第一中学校、第二中学校の卒業式がそれぞれ挙行
され、卒業式の終了後、校舎の外で小雪舞い散る中、見送り式が行

卒業おめでとう

われました。
　校旗を先頭に、卒業生達が花を手
に先生方や在校生に見送られまし
た。先生方と固い握手をかわしたり、
涙ぐんで後輩と抱き合ったりする姿
が見られました。

　 3年前、不安と希望を
胸に入学し、新しい友達
や先生方との出会い。
たくさんの出来事があり
ました。勉強や部活動に
打ち込んだ日々、皆で力
を合せた文化祭。どれも
大切な思い出。

自分の夢に向かって、一歩　一歩　歩んで行こう。
自分の夢に向かって、さあ、羽ばたこう！！



健 康 づ く り
す
こ
や
か
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退職者医療制度とは？

長い間お勤めした会社や職場を退職して国保に加入しますが、勤めていた（若い）
ときよりも退職してからの方が医療の必要性が高くなる傾向があります。それなのに、
退職したことでこれまで負担してきた社会保険からは医療費が支払われず、国保から
医療費を支払うことは、国保の医療費負担が増えてしまいます。このような医療保険
間の不公平を是正するために、長い間、会社の社会保険や共済保険等に加入していた
国保加入者の医療費を、それぞれの社会保険等にも負担していただく制度です。

どんなメリットがあるの？

退職者医療制度に加入しても、一般の
国民健康保険では、納めていただく保険
税や医療費の窓口負担割合（ 3割）は同
じです。しかしながら、退職者医療制度
では、医療費の一部が被用者保険（現役
時に加入していた健康保険）からの拠出
金で賄われます。
これにより、会津坂下町国保の負担が

軽減されるため、間接的にみなさんの国
保税の負担軽減が図られることになり、
結果的に皆様から納めていただく国保税
の増額を抑えることにつながります。

退職者医療制度の対象とは？

【退職被保険者（本人）の場合】
①　65歳未満の方。
②　国保に加入している方、または、これから国保に加入する方。
③　厚生年金や各種共済組合などの年金を受けられ、その加入期間が20年以上、も

しくは40歳以降に10年以上ある方。
【被扶養者の場合】

①　退職被保険者の直系尊属、配偶者（内縁でもよい）と 3親等内の親族、または
配偶者の父母と子。

②　国保の加入者で、75歳未満の方。
③　年間の収入が130万円（60歳以上、または障害者の場合は年収180万円）未満で

かつ、退職被保険者（本人）の年収の 2分の 1未満である方。

「退職者医療制度」の加入届出にご協力ください

《仕組み》

医療
機関

交付金

退職者医療

退職被
保険者

保険税

健康保険
組合等

拠出金 拠出金

共済
組合等

社会保険診療
報酬支払基金

診
療
報
酬
請
求
・
支
払
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【問い合わせ先　生活部　保険年金班（④番窓口）TEL 84-1501】

休 日 当 番 医

4 /17（日） 平野医院 ☎83－2243

4 /29（金） 佐藤整形外科医院 ☎83－1155

5 / 4（水） 遠山眼科医院 ☎83－2011

5 /15（日） 坂下厚生総合病院 ☎83－3511

救 急 病 院

　　坂下厚生総合病院 ☎83－3511

　

❹月の保健ガイド 会津坂下町健康管理センター　☎83－1000

休日救急診療当番

4 月11日（月）～ 5月15日（日）までの情報をお知らせします。

※ 変更になる場合があります。

県医師会ホームページで確認できます。
http://www.e-sense.ne.jp/̃ken-ishikai/

乳幼児健康診査
場　　所：会津坂下町健康管理センター
持 参 品：母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間：午後1時～1時30分

事　業　名 月　　日 対　　象　　者

4か月児 5 月10日（火）
Ｈ22年12月15日
～Ｈ23年 1 月14日生

2 歳 6 か月児 4 月20日（水） H20年10・11月生

3 歳児 4 月21日（木） H19年10・11月生

乳幼児健康
・栄養相談

4 月15日（金）
月齢・年齢は問いま
せん。育児について
の相談を希望する方。

離乳食教室
午後2時30分～

4 月15日（金）
Ｈ22年 7 月15日

～ 9月14日生

条件にあてはまる方は届出をしてください
退職者医療制度では届出をしないと、本来職場の健康保険などが負担する医療費まで国保

が負担することになります。対象となるようでしたら、必ず保険年金班まで届け出てくださ
い。国保加入者皆さんの負担増加につながらないようご協力をお願いします。

 

○　退職者医療制度の流れ

【申請に必要なもの】
・国保の保険証 ・年金証書　・印鑑

会社などを退職する

国保に加入する

年金受給権を取得する
（支給申請をする）

年金証書が届く

14日以内に届出

退職被保険者証の交付



●休日の水道修理当番●（4/11～5/15）

4/17日･24日･29日
坂下水道　℡83-2607

5/1日･3日･4日･5日･8日･15日
アクーズ会津　℡28-4111

今今月の納税月の納税 【納期限 5 月 2 日（月）】
●固定資産税　●住宅使用料

●児童福祉負担金

●上･下水道･農業集落排水使用料
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　菜の花ご飯　の作り方（４人前）
〇米………………… 2合
〇紅鮭（甘口）…… 1切　　＜肉でもおいしいです。＞
〇菜の花……………50ｇ　　＜好みで量は加減＞
〇いりゴマ…………適量
〇塩吹昆布…………20g
〇酒・塩……………少々
①菜の花を少し硬めにゆで、細かく刻んでかるく塩でもみ、汁気をしぼる。
②紅鮭にかるく酒をふり、焼くかレンジにかけて細かくほぐす。
③炊き上がったご飯に、塩吹昆布と①、②、いりゴマをまぜる。
　彩り鮮やかな菜の花ご飯のできあがりです。
　※酢飯にして、錦糸卵をちらしてもおいしいです。

表彰式後に農産加工を行う「グループＡＫＡＺＡ 横山智代 代表」に依頼した菜の花を使った創作
料理発表会も行われ、桜肉と菜の花のソテーなど 5種類の料理に、試食した参加者は舌鼓を打ってい
ました。

「収穫の日冬間近」 「水田に映え」

「景観作物作付け研修会（会津地域雇用創造推進協議会主催）」の一環である第 3回「畑は自然の美
術館」フォトコンテストの表彰式が行われました。入賞作品は 4月末まで町長室前に展示しています。

うでじまん部門 うでだめし部門

作品タイトル 氏　　名　　（住　所） 作品タイトル 氏　　名　　（住　所）

最優秀賞 収穫の日冬間近 千年原 博 人（喜多方市） 水田に映え 広 川　清 美（会津坂下町）

優 秀 賞 肥沃な大地 岩 下　文 子（福島市） 朝霧の山里 富士川 忠 志（福島市）

入　 選 磐梯山遠望 岩 下　一 男（福島市） イチゴの収穫 小田島 守 明（郡山市）

入　 選 さぁはじめるよ～ 山 口　了 二（東京都） 収穫作業に励む 武 田　幸 吉（国見町）

入　 選 雫　の　川 渡 部　　 修（会津坂下町） 空飛ぶパンプキン 渡 部 美佐子（会津坂下町）

第3回「畑「畑はは自然自然のの美術館」フォトコンテスト美術館」フォトコンテスト


